
             

 

 

防災とボランティア週間における防災対策の取り組みについて 

～阪神・淡路大震災から３０年～ 
 

令和７年１月１７日は、阪神・淡路大震災から３０年の節目を迎える中で、市民の方に向けた地震 

への備えや防災意識の啓発及び本市における防災力の向上を図るため、次のとおり実施します。 
 

 

１ 総合防災訓練の実施について（担当：総合防災課） 

（１）日 時  令和７年１月１７日（金）７時００分～１０時３０分 

※小雨は決行しますが、荒天時等は中止となる場合があります。 

（２）場 所  非常参集訓練：和歌山城西の丸広場（一番丁３） 

初動対応訓練：消防庁舎６階 災害対策本部室（八番丁１２番地） 

（３）参加者  和歌山市職員、和歌山県防災航空センター  延べ：２００人（予定） 

（４）訓練タイムスケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 令和７年市民防災大学公開講座の開催について（担当：地域安全課） 

（１）日 時  令和７年１月１３日（月）１３時３０分～１５時３０分 

（２）場 所  和歌山城ホール４階 大会議室（七番丁２５番地の１） 

（３）参加者  市内に在住又は勤務されている方 １７０人（予定）＜対面７０人、オンライン１００人＞ 

（４）講座内容 

 

 

 

 

 

 

 

担 当 課 
総合防災課 

地域安全課 

担 当 者 松林、志賀 

電    話 
（073）435－1199 

（073）435－1005 

内  線 5017、5104 

資 料 提 供 

 

 

令和７年１月８日 

時　間 項 目 場 所 訓　練　内　容

7時00分
　【総合防災訓練 開始】
　・南海トラフ巨大地震の発生

7時05分 　・職員参集メールの配信

　　　↓ 　・市職員の参集開始

8時30分 　・市職員の参集

8時40分 　・本部長（市長）から災害対応に係る指示

8時50分 　・初動対応訓練へ移行

9時30分
　・初動対応訓練の開始
　・災害対応に係る状況付与に基づく図上訓練の実施

10時00分 　・防災ヘリコプターによる被害状況調査等の実施

10時30分 　【総合防災訓練 終了】
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時　間 講　座　内　容

１３時３０分～１３時４０分 　開講式

１３時４０分～１５時２０分

　講　　演
　　 演　題　　阪神・淡路大震災から30年
　　　　　　　　 「女性視点を反映した今後の防災対策について」
　　 講　師　　高橋　実芳子（たかはし　みほこ）

１５時２０分～１５時３０分 　閉講式



３ 災害時におけるキッチンカーによる炊き出し等に関する協定について(担当:総合防災課） 

（１）日 時  令和７年１月２１日（火）１０時００分～１０時３０分 

       ※小雨は決行しますが、荒天時は中止となる場合があります。 

（２）場 所  和歌山市役所 本庁舎７階 記者会見室 

（３）出席者  株式会社 ＴＡＢＬＯＣＡＬ
タ ブ ロ ー カ ル

 代表取締役 奥
おく

畑
ばた

 公康
きみやす

 様 

和歌山市長 尾花 正啓 

 （４）協定概要 

   和歌山市内において、災害が発生した場合に本市の要請に基づき、 

避難所等でのキッチンカーによる炊き出し等の支援活動が実施されます。 

※災害協定締結事業所への認定プレートを手交します。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

    

 

認定プレート 

「認定プレート」とは 

・災害協定締結した事業者（３７企業）に対して、「防災とボランティアの日」 

である令和６年１月１５日から職員が訪問し、手交しています。 

・「食料品等の供給」、「生活物資等の供給」、「施設の利用」の３種類が 

あります。 
 

※事業者からの各種支援につきましては、大規模災害時に和歌山市の要請に 

より提供されるものです。 

 


